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表 1 保存の現状、課題、方法 

項目 保存の現状 保存の課題 保存の方法 

調査の実施状況  市民団体、大学、行

政により、調査が行

われている。  

・ 保 存 を 行 っ て い く 上

で 有 効 と な る 調 査 研 究

は必要である。  

・ 調 査 内 容 の 情 報 共 有

をする必要がある。  

・ 必 要 に 応 じ て 調

査 研 究 を 行 っ て い

く。  

・ 情 報 共 有 を 図 る

た め の プ ラ ッ ト フ

ォーム（地域住民
や市民などと、関
係 者 を つ な ぐ 土
台）を構築する。  

地形等の状況  

（立地環境）  

自 生 地 東 側 の 市 道

沿 い の 一 部 に 木 杭

と 番 線 に よ る 保 護

柵を設置している。 

自 生 地 の 範 囲 を 明 確 化

する必要がある。  

自 生 地 保 護 の た め

自 生 地 外 周 （ 池 側

は 除 く ） は 現 状 の

「 番 線 と 木 杭 柵 」

と 同 様 な 簡 易 な 柵

で囲う。管理上、活

用 上 必 要 な 出 入 り

口を設ける。  

市 道 側 溝 か ら の 流

入 水 を 太 良 上 池 へ

送るための、一時的

に 貯 水 す る 施 設 が

壊れていたり、素掘

り溝が埋まり、機能

を失っている。  

自 生 地 へ の マ メ ナ シ の

生 育 に 適 さ な い 水 質 の

水 の 流 入 や 、 流 入 水 に

よ る 表 土 の 流 出 が 見 ら

れ る こ と か ら 改 善 が 必

要。  

水 質 が 好 ま し く な

い た め 、 自 生 地 指

定 範 囲 外 を 迂 回 す

る 溝 を 設 け 、 太 良

上 池 に 直 接 排 水 す

る。  

北西部に、搬入土に

よ り 形 成 さ れ た 地

形があり、エコトー

ンを分断しており、

実 生 の 発 生 を 妨 げ

ている。  

搬 入 土 を 除 去 す る 必 要

がある。  

本 自 生 地 内 北 西 部

の 搬 入 土 に よ り 形

成 さ れ た 盛 土 を 撤

去 し て マ メ ナ シ の

自 生 が 可 能 な 場 所

に戻す。  

東 縁 部 に コ ン ク リ

ートやタイルなど、

現 代 の ゴ ミ が 混 じ

る 土 層 の 堆 積 が あ

る。  

景 観 上 好 ま し く な い こ

と に 加 え 、 コ ン ク リ ー

ト 等 に 有 害 物 質 が 含 ま

れ て お り 、 自 生 地 環 境

に 悪 影 響 を 及 ぼ す 可 能

性がある。  

コ ン ク リ ー ト や タ

イ ル な ど の ゴ ミ が

混 じ る 土 層 の 搬 出

を行う。  

管理施設（標識等）の状

況  

標識（原則、石造）

は設置しておらず、

説 明 板 は 愛 知 県 文

化 財 保 護 条 例 の 規

定 に あ る 記 載 事 項

のうち、指定理由、

指 定 に 係 る 地 域 を

示 す 図 面 の 掲 示 に

お い て 不 十 分 で あ

る。  

標 識 等 は 、 愛 知 県 文 化

財 保 護 条 例 の 規 定 を 満

たす必要がある。  

愛 知 県 文 化 財 保 護

条 例 の 規 定 を 満 た

す 標 識 等 を 設 置 す

る。  

境 界 標 は 設 置 し て

あるが、市指定前に

設置したもので、愛

知 県 文 化 財 保 護 条

例 の 規 定 を 満 た し

ていない。  

境 界 標 は 、 愛 知 県 文 化

財 保 護 条 例 の 規 定 を 満

たす必要がある。  

愛 知 県 文 化 財 保 護

条 例 の 規 定 を 満 た

す 境 界 標 を 設 置 す

る。  

マメナシの状況  県指定時の 20 個体 ・ 人 為 的 に 植 え ら れ た ・ 可 能 な 限 り 人 為
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に加え、新たに 17

個 体 （ 図 3-1 の

No.22～ No.38）のマ

メナシがある。マメ

ナ シ の 一 部 の 個 体

が 生 育 不 良 に 陥 っ

ている。開花、結実

個体に偏りがある。

No.22 以 降 の マ メ

ナシは、植樹された

可 能 性 が あ る 個 体

を含む。現地採種に

よ る 実 生 幼 木 を 栽

培し、試験的に補植

されたことがある。 

可 能 性 の あ る マ メ ナ シ

を 特 定 す る 必 要 が あ

る。  

 

的 に 植 え ら れ た マ

メ ナ シ の 特 定 を 行

い、撤去する。不明

個 体 の 取 り 扱 い に

つ い て は 、 愛 知 県

と協議する。  

 

本 自 生 地 周 辺 の 植 生 状

況  

本自生地にはズミ -

マメナシ群落、ヨシ

群 落 、 ア ゼ ス ゲ 群

落、路傍・空地雑草

群 落 が 成 立 し て い

る。また、本自生地

の 南 側 に は コ ナ ラ

林が接している。マ

メ ナ シ が 主 に 生 育

し て い る ズ ミ － マ

メ ナ シ 群 落 に つ い

ては、コナラ林の構

成 種 で あ る ヒ サ カ

キが優占し、ムラサ

キ シ キ ブ な ど に よ

る マ メ ナ シ へ の 被

度も高い。草本層に

は 湿 性 環 境 を 指 標

す る 植 物 は ほ と ん

どみられない。ヤマ

ヌ カ ボ が 優 占 種 と

なり、ヨウシュヤマ

ゴ ボ ウ 、 ハ ハ コ グ

サ、オオアレチノギ

ク、ヒメジョオン等

の路傍雑草が侵入・

生育している。  

・ マ メ ナ シ の 発 芽 （ 実

生 ） や 幼 木 の 生 長 を 妨

げている樹木がある。  

・ 隣 接 地 の 樹 木 が 地 下

水 を 吸 い 上 げ 葉 か ら 水

分 を 蒸 散 し 、 自 生 地 へ

供 給 さ れ る は ず の 地 下

水 や 土 壌 水 分 が 奪 わ れ

ている可能性がある。  

・ 雑 草 が 実 生 の 生 育 を

阻害している。  

・マメナシの発芽  

（ 実 生 ） や 幼 木 の

生 長 を 妨 げ て い る

周 辺 の 樹 木 を 除 伐

する。  

・自生地へ供給さ  

れ る は ず の 地 下 水

や 土 壌 水 分 を 奪 っ

て い る 隣 接 地 の 樹

木を除伐する。  

・除草を行う。  

本自生地周辺に生育・生

息する動植物  

（訪花昆虫）  

他 の マ メ ナ シ 自 生

地に比べて、訪花昆

虫が少ない。特にミ

ツ バ チ は 確 認 で き

ていない。  

マ メ ナ シ の 花 粉 を 媒 介

す る 訪 花 昆 虫 を 増 や す

必要がある。  

ハ チ 類 な ど の マ メ

ナ シ へ の 訪 花 昆 虫

類 の 個 体 数 を 増 や

す た め 、 樹 林 の 除

伐 を 行 い 、 自 生 し

て い る モ チ ツ ツ ジ

や ミ ツ バ ツ ツ ジ に

光 を 当 て て 開 花 を

促す。  

 

 

本自生地周辺の水質  調 査 地 点 の 水 質 は

貧 栄 養 と は 言 え な

い水質で、栄養塩類

を多く含み、一部で

こ の 水 の 供 給 は 、 植 物

の 生 育 を 促 進 さ せ る た

め 、 マ メ ナ シ の 実 生 が

他 の 植 物 に よ っ て 被 圧

流 入 す る 水 の 水 質

を 変 え る こ と は 難

し い た め 、 流 入 を

防 ぐ か 、 雑 草 等 の
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は 肥 料 成 分 の 混 入

がみられる。  

さ れ る 可 能 性 が 懸 念 さ

れる。  

除 去 を 適 切 に 行

う。  

保全活動の実施状況  年 間 の 草 刈 り 回 数

は マ メ ナ シ 実 生 生

育期（ 4～ 5 月頃）、

草が生長する 7 月

頃、種が成熟する前

の 10 月頃の 3 回程

度実施している。  

市 民 活 動 団 体 が 実

生 を 明 示 し て 周 り

を手刈りし、その他

の場所は市（業者発

注）が機械で草刈を

行っている。  

市 民 活 動 団 体 が マ

メ ナ シ の 個 体 調 査

を行っている。  

・ 草 刈 り を 継 続 す る
必要がある。 
・ 個 体 調 査 成 果 に つ
い て 情 報 を 共 有 化 す
る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
（ 地 域 住 民 や 市 民 な
どと、関係者をつなぐ
土台）を構築する必要
がある。  

・ 草 刈 り を 継 続
する。 
・ 情 報 を 共 有 化
す る プ ラ ッ ト フ
ォーム（地域住民
や市民などと、関
係 者 を つ な ぐ 土
台）の構築を検討
していく。  
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表２ 活用の現状、課題、方法 

項目 活用の現状 活用の課題 活用の方法 

情報発信 「 愛 知 県 指 定 天 然
記 念 物  大 草 の マ
メナシ自生地」の説
明 板 を １ 基 設 置 し
ているが、記載内容
のうち、指定理由、
指 定 に 係 る 地 域 を
示 す 図 面 の 掲 示 に
お い て 不 十 分 で あ
る。 

現 状 の 不 十 分 な 記
載 内 容 を 満 た す 必
要がある。 
現 状 で は 、 設 置 位
置、基数に課題はな
いが、（仮称）太良上
池・下池公園の整備
に併せて増設、設置
位 置 等 を 検 討 す る
必要がある。 

現 状 の 不 十 分 な 記
載 内 容 を 満 た す と
ともに、（仮称）太良
上池・下池公園の整
備に併せて増設、設
置 位 置 等 を 検 討 す
る。 

愛 知 県 ホ ー ム ペ ー
ジ内「文化財ナビ愛
知」、小牧市ホーム
ページにおいて、県
指 定 文 化 財 と し て
紹介している。 

ホ ー ム ペ ー ジ や パ
ン フ レ ッ ト は あ る
が、開花や結実状況
など、さらに興味を
持 つ き っ か け と な
る よ う な 情 報 提 供
をする必要がある。 

ホ ー ム ペ ー ジ の 適
正 な 更 新 や SNS で
の情報発信を行う。 
 

市 教 育 委 員 会 発 行
の「小牧の文化財散
歩」「小牧の文化財
地 図  訪 ね 歩 き マ
ップ 篠岡地区」で
市 内 に あ る 文 化 財
の ひ と つ と し て 紹
介している。 

自 然 観 察 会 等 の 実
施 

開花期、結実期を中
心に、自然保護団体
に よ る 観 察 会 な ど
が 継 続 的 に 年 2 回
程 度 実 施 さ れ て い
るが、周知が団体の
会 員 等 に 限 定 さ れ
ている。 

・ 地 域 や 市 民 等 へ
観 察 機 会 を 提 供 す
る必要がある。 
・ 観 察 会 の 機 会 が
年 2 回 と 限 ら れ て
いる。 

・行政が関与し、市
ホ ー ム ペ ー ジ や 広
報 な ど を 通 じ て 周
知を図る。 
・ 観 察 会 の 機 会 が
増 え る よ う 民 間 団
体に働きかける。 
・（仮称）太良上池・
下 池 公 園 の 保 全 活
用と連動し、マメナ
シ に 対 し て 地 域 住
民の関心・関与が広
がるよう、観察会や
近 隣 小 学 校 等 の 児
童 生 徒 へ の 出 前 講
座 等 の 機 会 を 創 出
する。 
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表３ 整備の現状、課題、方法 

項目 整備の現状 整備の課題 整備の方法 

保護柵 
 

自 生 地 東 側 の 市 道 沿

い の 一 部 に 木 杭 と 番

線 に よ る 保 護 柵 を 設

置 し て い る 。 一 部 で

老 朽 化 に よ る 腐 食 、

損傷がある。  

自 生 地 の 範 囲 を 明 確

化 す る 必 要 が あ る 。

老朽化による腐食、
損 傷 個 所 を 修 繕 あ
る い は 更 新 す る 必
要がある。 

自 生 地 外 周 （ 池 側 は

除く）は現状の「番線

と 木 杭 柵 」 と 同 様 な

簡 易 な 柵 で 囲 う 。 管

理 上 、 活 用 上 必 要 な

出入り口を設ける。  
老 朽 化 し て い る 保
護 柵 は 修 繕 あ る い
は更新する。 

説明板 
 

「 愛 知 県 指 定 天 然
記念物  大草のマメ
ナシ自生地」の説明
板 を 本 自 生 地 南 東
部 に １ 基 設 置 し て
いる。鋼製で耐久性
が あ り 損 傷 は 見 ら
れない。 

現 状 で は 、 設 置 位
置、基数に課題はな
いが、（仮称）太良上
池・下池公園の整備
に併せて増設、設置
位 置 等 を 検 討 す る
必要がある。 

現 状 の 説 明 板 を 継
続 す る と と も に 、
（仮称）太良上池・
下 池 公 園 の 整 備 に
併せて増設、設置位
置等を検討する。 

便益施設 
 

トイレ、ベンチ、駐
車 場 等 の 便 益 施 設
はない。 

保全・活用に向けて
必 要 な 施 設 で あ る
が、自生地内には設
置できない。 

（仮称）太良上池・
下 池 公 園 の 整 備 と
連携して対応する。 

周 辺 か ら の 雨 水 排
水処理 
 

隣 接 す る 市 道 の 雨
水 が マ メ ナ シ 自 生
地 に 流 入 す る の を
避 け る た め に 市 道
に 沿 っ て 素 掘 り 水
路 等 を 設 置 し て い
る。 
 

排 水 施 設 が 老 朽 化
している。 

排 水 設 備 を 再 整 備
する。 

散策路 散 策 路 は 設 置 し て
いない。 

観察会において、地
表 面 を 踏 み 固 め た
り、誤って実生を踏
ん で し ま う 可 能 性
がある。 

・（仮称）太良上池・
下 池 公 園 の 整 備 と
併 せ て 自 生 地 の 外
周 に 散 策 路 を 整 備
する。 
・ マ メ ナ シ 開 花 時
期 に は 花 を よ り 近
く で 鑑 賞 で き る よ
う、法面の法尻付近
に散策路を設ける。 
・観察会では、自生
地 内 に 一 時 的 に 簡
易 的 な 散 策 路 を 設
ける。 
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表４ 運営・体制の現状、課題、方法 

項目 運営・体制の現状 運営・体制の課題 運営・体制の方法 

本 自 生 地 の 保 存 活
動 

自 然 環 境 に 関 心 を
持つ個人、研究者、
大 学 、 市 民 活 動 団
体、行政がそれぞれ
に取り組み、一部で
は 関 係 者 が 相 互 に
連 絡 を 取 り 合 い 連
携している。 

情 報 を 共 有 化 す る
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
（ 地 域 住 民 や 市 民
などと、関係者をつ
なぐ土台）を構築し
て、成果の共有をす
る必要がある。 

情 報 を 共 有 化 す る
プ ラ ッ ト フ ォ ー ム
（ 地 域 住 民 や 市 民
などと、関係者をつ
なぐ土台）の構築を
検討していく。 

マ メ ナ シ 自 生 地 を
持 つ 他 の 自 治 体 と
の 連 携 が で き て い
ない。 

自 治 体 間 で 連 携 を
図る必要がある。 

自 治 体 間 の 連 携 を
図 る こ と を 呼 び か
ける。 

環境整備 （仮称）太良上池・
下 池 公 園 の 地 元 の
２つの自治会（大草
東区、小牧ヶ丘区）
を 保 全 管 理 団 体 と
して、環境整備を進
める予定である。 

地元団体、庁内関係
課 の 連 携 体 制 を 構
築 し て い く 必 要 が
ある。 

地元団体、庁内関係
課 が 情 報 共 有 で き
る 連 携 体 制 を 構 築
する。 

 

 

 


